
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【にこにこカフェとは？】 

中田中学校区では毎年９月頃、中田地区社会福祉協議会・中田包括支援センター・中田市民センターの３

団体が協力し「にこにこカフェ」を開催しています。このカフェは、認知症の方が安心して過ごせる居場所

を作り、地域とともに認知症について学び合うことが目的です。中田中学校の生徒たちも、会場の飾り付け

や高齢者の誘導、給仕等の手伝いを担い、地域の一員として活躍します。今年度は 15 名の中学生が参加し、

温かな笑顔と心のこもったおもてなしで、カフェに集う人々の心を明るく照らしました。 

 

 

 

 

 

にこにこカフェの様子 

   

○高齢者の方から、ボランティア活動への感謝とともに、「勉強を頑張ってね」など将来への励ましの

言葉をいただき、本当に心が温かくなりました。さらに、カフェの運営では、準備や片付けを自分

から進んで行い、飲み物の注文も積極的に受けに行くことができ、達成感がありました。 

○地域の方とたくさんお話ができ、皆さんが笑顔で帰っていく姿を見て「にこにこカフェは本当に成

功だな」と心から思えました。さらに、地域の方が昔の中田についていろいろなお話をしてくださ

り、たくさんのことを知ることができて、とても楽しい時間でした。準備や運営を最後までやり遂

げたことで、「自分にもできるんだ」という自信を持つことができました。 
 

 
 

 

 

こどもの声 
感謝の言葉と笑顔の姿が、私の自信に。 

笑顔が集う地域のひととき「にこにこカフェ」 

～仙台市立中田中学校 学校支援地域本部～ 

中田中学校は、旧中田 

村を母体とし、昭和 22 

年に創立されました。 

地域は名取川流域の肥

沃な土地に広がり、仙台白菜などの農

産物の産地としても知られています。

奥州街道の宿場町として栄えた歴史を

持ち、現在も南仙台駅を中心に交通の

便が良い暮らしやすい地域です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中田中学校学校支援地域本部 

スーパーバイザー 鈴木
す ず き

 和子
か ず こ

さん 

にこにこカフェを運営するスーパーバイザーの鈴木さんは、「地域

の中で、こども一人ひとりが主役になれる場をつくることで、お互い

を信じ合える。」と語ります。 

鈴木さんがスーパーバイザーとして最初に関わったのは、中学生に

よる地域のボランティア活動でした。「彼らは児童館などで紙芝居の

読み聞かせを行い、その活動グループを、花の名をとって『ブルース

ター』と名付けました。花言葉は 『信じ合う心』。その名前には、地域

や仲間と信じ合える集団になりたいという、こどもたちの願いが込め

られていました。」と立ち上げ当時のことを語ってくれました。 

この願いは、今も中田中学校のボランティア活動にも受け継がれて

います。地域で中学生が活躍し、社会の役に立つ喜びを経験し、自信

を持ってほしい。鈴木さんの思いは、こどもたちと地域をつなぐ活動

の根底に流れ続けています。 
 

 

 

 

 

 

中田中学校 

鈴木
す ず き

 教頭 

 中田中学校の鈴木教頭は、地域との交流活動について、「こどもた

ちが地域で活躍する機会をいただくことで、学校内だけでなく地域か

らも温かい評価を受け、こどもたちの 『自分は役に立てる』という思

いが育っています。校内の慣れた相手や教室内での関わりではなく、

地域の方との交流は、こどもたちの存在感を大きく高める力がありま

す。相手の立場に立ち、自分にできることを精一杯やり、喜んでもら

える経験は、互いに認め合う心を育み、いじめの予防にもつながると

考えています。」と語っています。 

「にこにこカフェ」の活動は、地域を笑顔にするだけでなく、こど

もたち自身も笑顔になります。人と人とのつながりを築き、大切な土

台となる、大変意義深い活動だと感じました。 
 

【まとめ】 

中田中学校では、こどもたちが地域の高齢者施設や児童館を訪問し、地区の総合防災訓練の運営を

手伝うなど、地域で活躍する場が数多くあります。その姿は、地域に笑顔を生み、こどもたちに「自

分は誰かの役に立てる」という大きな自信を与えます。達成感、自己肯定感、それらがこどもたちの

心を育てます。 

地域の笑顔が、こどもたちの笑顔をつくり、地域に力を与える。笑顔が笑顔をつなぐ、この好循環

こそが、中田中学校区の誇りです。 
 

 

地域の声 

学校の声 

一人ひとりが主役になれる場所を、地域の中に。 

笑顔でつなぐ、人と人のつながり。 

 

 
仙台市立中田中学校HP 

 


